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報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度



教員の退職・採用(24)

個人差・オーダーメイド医療薬学特論

コミュニティファーマシー特論

体制強化(24)

病院臨床薬剤学特論

医薬品安全性評価学特論

漢方薬物治療学特論













（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　講義・演習については、新規採用した教員および既存の専任教員により対応が可能であり、特段の問題は生じない。

　冊子「履修の手引きと授業計画」で授業計画を明示するとともに、ガイダンスを開催して学生に周知した。

　　　　

１ 准教授 大矢　進

２ 講師 前田　徹

３

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

（注）・　上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　・「飼 も



区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について
の実施計画

設置計画履行状況 該当なし 該当なし 該当なし

調　　%ケ゚

（２４年４月）

設置計画履行状況

調　　%ケ゚

設置計画履行状況

調　　%ケ゚



＜薬学研究科　創薬生命科学専攻＞



　　・FD講演会
　　　　薬学研究科教員を含む４５名が参加し、今後の大学教育の在り方について討論を行った。

　　・新任教員のための研修会




